




Living in Two Cultures:
Rethinking Mixed-Race College Students’ Invisible Hybrid Identities  
Under Japanese Multiculturalism
Ryoko Sakurada
　　Japan is experiencing rapid internationalization due to the massive influx of immigrants in 
addition to an aging population.  Of the 1 million children born in Japan in 2013, 3.1% had one 
or more non-Japanese parents.  However, Japanese multiculturalism does not provide a flexible 
notion of Japaneseness.  Instead, the mythic discourse of racial homogeneity is preserved in 
Japan, maintaining firm racial boundaries.
　　This paper aims to explore how young Japanese college students of mixed-ethnic parentage, 
often identified as hāfu, make sense of their bicultural identities in Japanʼs multiethnic region, 
the Gunma Prefecture.  The controversial Japanese word hāfu is commonly used to refer to a 
person who is biracial with Japanese descent.  The word originated from the English word “half,” 
indicating half foreignness.  Japan is no exception to the multiculturalism spread by rapid 
globalization.  However, stereotyping and discrimination against hāfu still occur.  This paper 
concludes by discussing young college studentsʼ stereotyped adoration for hāfu as well as the 
participantsʼ confusion and their shadowed hybrid identities.
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１．問題背景と研究目的













































































































2013 年の出生数 104 万 2,813 人のうち、「少なく
とも父母の一方が外国人」の子どもの出生数は、





































日本 987,494 9,513 22,790 1,019,797
外国 10,019 10,695 2,302 23,016













1 東 京 都 537,502 3.9 1
2 愛 知 県 242,978 3.2 2
3 大 阪 府 228,474 2.6 4
4 神奈川県 204,487 2.2 8
5 埼 玉 県 167,245 2.3 7
6 千 葉 県 146,318 2.3 6
7 兵 庫 県 105,613 1.9 11
8 静 岡 県 85,998 2.4 5
9 福 岡 県 72,039 1.4 12
10 茨 城 県 63,491 2.2 10
11 京 都 府 57,639 2.2 8

































































順位 国籍・地域 a b a-b
1 ブ ラ ジ ル 11,786 22.0 191,362 7.5 14.5
2 フィリピン 7,753 14.4 260,553 10.2 4.2
3 中 国 7,459 13.9 730,890 28.5 ▲ 14.6
4 ベ ト ナ ム 7,017 13.1 262,405 10.2 2.9
5 ペ ル ー 4,490 8.3 47,972 1.8 6.5
6 ネ パ ー ル 2,700 5.0 80,038 3.1 1.9
7 韓国（朝鮮） 2,515 4.7 450,663 17.6 ▲ 12.9
8 インドネシア 1,564 2.9 49,982 2.0 0.9
9 タ イ 999 1.8 50,179 2.0 ▲ 0.2
10 パキスタン 918 1.7 15,069 0.5 1.2
データは 2017 年 12 月 31 日時点のもの。
表４　群馬県内の外国人住民数上位市町村（2017年）
順位 市 町 村
外国人住民数 対前年比
の増数男性 女性
1 伊勢崎市 12,139 6,362 5,777 949
2 太 田 市 10,568 5,847 4,721 1,016
3 大 泉 町 7,585 4,061 3,524 405
4 前 橋 市 6,088 3,146 2,942 958
5 高 崎 市 5,095 2,329 2,766 562
2017 年 12 月 31 日時点の群馬県市町村別住民基本台帳人口を
もとに群馬県人権男女・多文化共生課が作成したものを参照
し作成した。













である。1975 年～1985 年までは 3,000～4,000 人
程度だった群馬県の在留外国人数は、1990 年に












きで、特にベトナム出身者は 2016 年の 5,464 人





















































































































者に 8 項目の質問に回答してもらった。設問 1 か
ら 2 については海外にルーツがある者に対する認
識に関する項目で、設問 3 から 6 は異文化理解に











と回答した学生は 8 名で、全体の 4.7％ほどであっ
た。ルーツのある外国・地域については、中国 1 名、
フィリピン 3 名、ブラジル 1 名、イギリス 1 名、
































質問項目 n（％） n（％） n（％）




ある 5（2.9）どちらでもない 27（15.9）ない 137（81.0）
















覚える 19（11.2）どちらでもない 26（15.3）覚えない 124（73.3）




























































































大学 B 学科 169 名の学生のうち「海外にルーツ
がある」と答えた学生は 8 名で、全体の 4.7％ほ
どであった。ルーツのある外国・地域については、
中国 1 名、フィリピン 3 名、ブラジル 1 名、イギ
リス 1 名、国名不明 1 名で、8 名とも日本国籍で
ある。このうち、インタビュー調査に応じてくれ



























































































目は小学校 1 年生の 3 月頃だった。母親は 6 年に
１回ほどブラジルに帰国するが、旅費が高いため
そこまで頻繁に里帰りできないという。学生③が




































































































































































































 1　『朝日新聞』「在留外国人 263 万人、過去最多に　総
人口の 2％」（2018 年 9 月 19 日）














 4　2018 年 12 月末の住民基本台帳に基づく全国の人口
総計は、1 億 2,770 万 7,259 人で前年より 19 万 9,827
人減少している（0.16％減）。そのうち日本人人口
は 1 億 2,520 万 9,603 人で前年より 37 万 4,055 人減
少している（0.30％減）。一方、外国人人口は 249
万 7,656 人 で 前 年 よ り 17 万 4,228 人 増 え て い る
（7.5％増）。
 5　ジョン・ホプキンス大学ダイバーシティ・リーダー
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総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態および世
帯数のポイント」（2018 年 1 月 1 日現在）
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